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円相場の推移

Ｒ6/9月～
米FRB 利下げを開始

(ドル)
(ユーロ)

実線－ ドル（右軸） 3/10(正午時点) 1ﾄﾞﾙ ＝ 157円80銭
点線… ユーロ（左軸) 3/10(正午時点) 1ﾕｰﾛ ＝ 183円26銭

Ｒ2/3月
コロナショック

Ｒ4/3月～
米FRB 利上げを開始

R5/3/19
日銀 マイナス金利政策解除

R7年1月、12月
日銀 追加利上げ実施

⾧期・短期金利の推移

(⾧期金利)新発10年国債利回り 3/10(11:00時点) 2.160%
(短期金利)無担保コール翌日物レート 3/9 0.727% 

R5/4月
日銀植田総裁就任

Ｒ6/7/31,R7/1/24
日銀 追加利上げ実施

R7/12/19
日銀 追加利上げ実施

(ドル)(ユーロ)

R8/2/28
米国とイスラエルがイランを攻撃

R8/2/28
米国とイスラエルがイランを攻撃

(％) (％)



原油・ガソリン価格の推移

石炭・LNGガス価格の推移
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Ｒ2/3月
コロナショック

Ｒ4/2/24
ロシアがウクライナ侵攻開始

R7年12月31日
ガソリンの暫定税率廃止

左軸（実線）－ ドバイ原油 3/10(午前時点) 1ﾊﾞﾚﾙ＝100.70ﾄﾞﾙ
右軸（点線）… 埼玉県ｶﾞｿﾘﾝ店頭価格3月第1週 1ﾘｯﾄﾙ＝152.9円

ドル

(ドル)
左軸 － ニューカッスル石炭先物価格 3/9 1ﾄﾝ＝138.00ﾄﾞﾙ
右軸 ー JKM価格指標(LNGガス) 3/9 1MMBtu＝16.230ﾄﾞﾙ ※MMBtu＝百万英国熱量単位

Ｒ4/2/24
ロシアがウクライナ侵攻開始

R5/10/7
イスラム組織ハマスが
イスラエルへの攻撃を開始

(ドル)
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R8/2/28
米国とイスラエルがイランを攻撃

ドル

R8/2/28
米国とイスラエルがイランを攻撃

(ドル) (ドル)
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企業物価指数

消費者物価指数

企業物価指数・消費者物価指数の推移

主要エネルギーにおける物価指数の推移





令和８年1～３月期の景況感

令和8年4～6月期の見通し

〔自社業界の景気〕
・｢好況である｣とみる企業は6.3%
・｢不況である｣とみる企業は43.3%

〔景況感DI＊〕
（｢好況である｣－｢不況である｣の割合）
・▲37.0（製造業▲38.6 非製造業▲35.8）
・令和7年10～12月期（▲37.3）から
0.2ポイント増加し、3期連続で改善した

令和8年1～3月期の見通しとしては、
・「良い方向に向かう」 10.7%(前期比＋3.8)
・「悪い方向に向かう」22.4%(前期比▲3.2)

〔製造業〕
・「悪い方向に向かう｣が前回調査より
６.６ポイント減少

〔非製造業〕
・｢悪い方向に向かう｣が前回調査より
０.６ポイント減少

埼玉県四半期経営動向調査結果 R8.1～3月期(暫定値) 対象企業:2,200社 回答企業:1,231社（回答率56.0%）

埼玉県四半期経営動向調査結果 R8.1～3月期(暫定値) 対象企業:2,200社 回答企業:1,229社（回答率55.9%）



採算DI

採算DIは
・ 当期(R8.1-3)▲20.3(前期比▲3.3)
・ 来期見通しは ▲14.8(当期比＋5.5)
当期は悪化したが、来期は改善する見通し

〔製造業〕
・採算DIは7.4ポイント増加し、採算性は
改善する見通し

〔非製造業〕
・採算DIは9.9ポイント減少し、採算性は
改善する見通し

資金繰りDI

資金繰りDIは
・ 当期(R8.1-3)▲19.3(前期比▲7.5)
・ 来期見通しは ▲13.9(当期比＋5.4)
当期は悪化したが、来期は改善する見通し

〔製造業〕
・資金繰りDIは7.6ポイント増加し、資金繰り

は改善する見通し
〔非製造業〕
・資金繰りDIは2.6ポイント増加し、資金繰り
は改善する見通し

埼玉県四半期経営動向調査結果 R8.1～3月期(暫定値) 対象企業:2,200社 回答企業:1,212社（回答率55.1%）

埼玉県四半期経営動向調査結果 R8.1～3月期(暫定値) 対象企業:2,200社 回答企業:1,206社（回答率54.8%）













影響の有無



具体的な影響の内容



現在までの対応策



今後の対応策



期待する支援
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 （案）
金融第 号
令和８年３月 日

各金融機関代表者 様

埼玉県知事 大野元裕

イラン情勢の影響を踏まえた中小企業者に対する金融の円滑化について（要請）

県行政の推進につきましては、日頃、格別の御協力を賜り厚くお礼申し上げます。

また、金融機関の皆様には、これまで累次にわたる要請等を踏まえ、事業者への資

金繰り支援などの取組に御協力をいただきましたことに感謝を申し上げます。

さて、今般のイラン情勢を巡っては、エネルギー供給の減少やエネルギー価格を含

む物価高騰に加え、サプライチェーンの分断など、本県経済への影響が懸念されます。

そこで、「強い経済の構築に向けた埼玉県戦略会議」において、県内の事業者の皆

様に対し、本日付けで別添のとおり緊急メッセージを発したところです。

つきましては、影響を受ける中小企業の資金繰りに支障が生じないよう、一層の金

融円滑化に引き続き御尽力くださいますようお願い申し上げます。

特に、融資審査に当たっては、個別事業者の実情や経営改善への取組等を反映し、

最大限の配慮をお願いいたします。

県制度融資では、経営あんしん資金に加え、物価高騰特例を用意しており、令和８

年度当初予算案では、経済変動特例を創設することとしています。

こうした県制度融資の活用を含め、資金繰りの相談をはじめ、返済負担軽減や経営

改善、事業再生支援等に関する相談などにつきましても、事業者の業況を十分把握し

た上で、引き続き柔軟かつきめ細やかに御対応くださいますよう重ねてお願い申し上

げます。

なお、お手数ですが、このことについて県内各支店に周知してくださいますようお

願いいたします。



イラン情勢に伴う緊急メッセージ（案） 
 

                                        令 和 ８ 年 ３ 月 １ １ 日 （ 水 ） 

                                        強い経済の構築に向けた埼玉県戦略会議 

 

 イラン情勢を巡っては、エネルギー供給の減少やエネルギー価格を含む物価高騰に加え、サプライチェーンの分断など、本県経済

への影響が懸念されます。 

 国は、国と民間で合わせて約２５０日分の石油備蓄があると公表しており、現状において原油の途絶等により物資の不足が想定さ

れる状況にはないと考えます。 

 他方で、ホルムズ海峡の封鎖が長期化した場合には、中東へのエネルギーの依存度が高い我が国への経済への影響が生じる可能性

があることから、状況を注視する必要があります。 

 本日の「強い経済の構築に向けた埼玉県戦略会議」では、各構成員がそれぞれの立場から以下の取組を進め、一丸となって県経済

への影響を最小限に抑えていくことを確認しました。今後、この確認事項を共通理解として、状況に応じて機動的に対応してまいり

ます。 

 

 １ 不確実な情報に惑わされることなく、冷静に行動するよう呼び掛けていくこと 

 ２ 事業者等の不安や懸念の解消に努めること 

 ３ 事業者等に寄り添い、必要な情報を提供するとともに、適切な支援につなげていくこと 

 ４ 今後の施策展開に向けて情報を収集し、共有すること 

 ５ 各構成員が自らのリソースを最大限活用し、現在の不透明な情勢にワンチームで対応していくこと 
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